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研究成果の概要（和文）： 本研究では、「救急ー在宅連携・循環型アセスメントモデル」の原案を作成した。
在宅医療・看護・介護に関わる専門職を対象に調査した結果、病院受診した後の帰宅患者は、医療者側の情報伝
達不足により、身体状況の変化に伴う生活の変化を想像できておらず、これまでの生活との乖離を自覚出来てい
ない。一方、訪問看護師と救急看護師の思考及び実践には類似点や連続性がみられ、 親和性が高いことも明ら
かにした。このことから、救急外来においてトリアージ・帰宅時アセスメント・在宅ケアでのアセスメントを連
動させたツールを構築することは可能である、との結論を得た。 

研究成果の概要（英文）：In this study, a draft of the "Emergency - Home Collaboration and 
Circulation Assessment Model" was developed. As a result of a survey of professionals involved in 
home medical care, nursing, and nursing care, patients who return home after a hospital visit are 
not able to imagine the changes in their lives that accompany changes in their physical conditions 
due to insufficient communication of information on the part of medical professionals, and are not 
aware of the deviation from their previous lives. On the other hand, there were similarities and 
continuity in the thinking and practice of home health nurses and emergency nurses, indicating a 
high degree of affinity. As a result, we concluded that it is possible to construct a tool that 
links triage, assessment upon return home, and assessment at home care in the emergency room. 

研究分野：救急看護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「救急ー在宅連携・循環型アセスメントモデル」は、救急外来看護と在宅看護、それぞれの現場での（１）病態
の急性変化・短期的な予測、（２）看護師不在の自宅生活において患者と家族が困ることは何か、という生活上
の見通し、（３）少ない情報から短時間で患者の状態変化をアセスメントする、という類似点に基づき作成され
る。そのため、救急外来看護師と在宅ケア看護師それぞれの立場での、地域で生活する患者の救急受診に関連す
るリスクアセスメントの視点や、コーディネート役割を明確にすることで、双方向的な連携の可能性を見出すこ
とができる。これにより不要な救急受診を未然に防ぐという先手を打ったケアの実現につなげられる。 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

（1）わが国の救急外来看護師たちは、独居高齢者もしくは老々介護といった家族の協力が得
られない《帰宅後の家庭看護力が脆弱な患者》を帰宅させることに困難や課題を感じている。
また、こうした患者を救急外来から帰宅させる際、救急外来の看護師たちは帰宅後の看護力や
介護力を確認し、看護を継続させるための調整を心がけている（山口,2015）。しかしながら、
時間や患者数、緊急度・重症度の予測がまったくできない時間外の外来診療と救急車で搬入さ
れてくる救急患者に対応せねばならない状況で、救急外来看護師たちは、帰宅可能ではあるが
帰宅後の看護力に不安のある高齢者世帯患者への対応に苦慮している。 

（2）病院の救急外来を受診した高齢者世帯の患者を帰宅させる際、帰宅後は誰がどのように
患者を見守り、何かあった場合の対応をどうするか、少子高齢化の現状においては早急に取り
組むべき問題である。しかし、この問題について、救急医療側だけでは解決は困難であり、地
域医療との連携は不可欠である。訪問看護などの在宅支援を利用している高齢者世帯であれば
情報共有やその後の連携の可能性も考えられるが、利用していないケースなども検討していか
ねばならない。 
 
２．研究の目的 

本研究は、救急外来受診後に帰宅する高齢者世帯の患者に対する救急外来看護師の看護実践
モデルを検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 

（1）日本国内の救急外来受診後帰宅する患者への看護の実態を明らかにする。 

（2）海外（米国）の救急外来受診後帰宅する患者への看護の実際をヒアリングする。 

（3）訪問看護ステーションでのフィールドワークにより、救急外来を受診した実際の患者と 

訪問看護師の看護の実態について明らかにする。 

（4）上記の調査結果を踏まえ、救急外来受診後に帰宅する高齢者世帯の患者に対する看護実 
践モデルを検討する。 

 
４．研究成果 
3 年間の調査において、地域住民の生活に入り込むタイプの看護を実施している救急看護師
の存在や訪問看護師と救急外来看護師のアセスメントの類似性を明らかにした。それをもとに
「救急在宅連携循環型アセスメントモデル」の案を作成した。（図 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
図 1. 救急在宅連携循環型アセスメントモデル 
 
 
図１について理論的基盤構築をしていくため、各国の医療情勢や日本国内での救急と在宅連携
の実態を把握するための文献検討を実施した。本研究の目的に適した 24 文献を得て、関連文献
では社会的背景として、無保険患者や、頻回に救急受診する患者で帰宅後の在宅ケアを必要と
する患者を対象としていることを明らかにした。これらは「患者特性」「救急外来受診後に患者
の抱える問題」「救急部所属の在宅ケアコーディネーターの配置」「ケアマネジメント・ ケアプ
ログラム」の 4 つカテゴリーに分類された。一部の文献では、救急部門のトリアージナースが
帰宅後のハイリスク患者を予測し利用可能なサービスを手配するよりも、患者の救急受診に関
するリスクスクリーニングにおいては地域の経験豊富なコミュニティナースのほうが有用であ
ると指摘するものもあった。 
上記結果をもとに全国調査を実施予定であったが、2020 年 1 月以降の新型コロナ感染増加の
影響により倫理審査会の延期、対象者である独居高齢者への研究協力依頼が困難となり、実際
の実態調査を実施することができなかった。 
しかしながら、本研究の研究成果として、救急外来看護師と在宅ケア看護師それぞれの立場で
の救急受診に関連するリスクアセスメントの視点やコーディネート役割を明確にすることで、
双方向的な連携の可能性が見出だせることが推測された。これにより不要な救急受診を未然に
防ぐという先手を打ったケアの実現につなげられると考えられた。 
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